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幼君永久歯の総合的研究

-耐蝕状態,処置内容-
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要旨:幼君永久歯の保護と小児期の口腔健康管理法の確立を目的として,全国29大学小児歯科学講座およ
び教室により, 5歳Oか月から16歳11か月までの男子2015名,女子2065名　計4080名の小児を対象と

して,初期の郎触発症状態および郎蝕処置内容について,年齢別および萌出程度別に萌出歯全てについて調

査集計し,以下の結果を得た。
1)歯爵蝕状態

商蝕雁患者率は, 6歳時で男子19.13%,女子20.11%, 12歳時で男子80.33%,女子80.36%, 16歳時は

男子89.08%,女子93.08%を示した。一人平均DMF歯数は, 6歳時で男子0.4本,女子0.5本であり, 12
歳時で男子3.8本,女子4.1本, 16歳時で男子6.6本,女子8.6本を示した。 DMF歯率は,年齢別では, 12

歳時で第一大臼歯が一番高く50-60%,次いで第二大臼歯が20-30%であった。萌出程度別では,萌出程
度1および2を合計した場合,第一大臼歯,第二大臼歯ともすでに約30%の前蝕雁息を示し,また,萌出

程度全ての段階で第二大臼歯は第一大臼歯より高い雁患率を示した。

2)処置内容
一人平均処置歯数は, 6歳時で男女ともに0.2本, 12歳時で男子2.6本,女子2.9本, 16歳時で男子4.6

本,女子6.8本であった。前歯および小臼歯では,レジン充填が高い値を示した。大臼歯では,レジン充

堰,インレ-修復が多くみられた。予防填塞処置は,小臼歯の萌出程度2で約20%,大臼歯の萌出程度3
で第一大臼歯は紛30-40%,第二大白歯で約20-30%を示した。

Keywords '.幼君永久歯,萌出程度,歯爵蝕,処置内容
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緒　　音

大生80年の時代に入り,厚生省は80歳で20本の歯

を維持することを目標にした, 8020運動を推進してい

る。 80歳で20本の永久歯を健康に維持するためには,

そのスタートである小児期から,将来の歯の健康を考え

た口腔管理を行わなければならない。幼君永久歯を商蝕

から保護し管理するためには,幼君永久歯の性質,翻蝕

雁患状態の実態を把握することは重要である。また,顔

蝕に雁思した歯に歯冠修復処置をすることにより健康に

回復し管理することは,小児歯科臨床において最も重要

なことの一つである。

小児期の幼君永久歯について総合的に集大成し,幼君

永久歯の口腔健康管理法の確立を目的とし,全国29大

学小児歯科学講座および教室により,年齢別,萌出程度

別に各歯について初期の歯離虫発症状態を調査し,鰯蝕処

置内容を重複調査集計した。なお,予防墳塞処置は本研

究に含み報告する。

対象および方法

対象および方法は前報1)と同様であり,調査は1995年

4月1日より8月31日の間,全国29大学の小児歯科学

講座および教室により, 5歳Oか月から16歳11か月の

小児を対象として行われた。

調査を遂行するにあたり,以下の幼君永久歯総合調査

の判定基準に基づき,年齢別および萌出程度別に検討を

行った。なお,萌出程度別検討の基準は,前報1)同様,

o:未萌出, 1:一部～切端1/2萌出, 2:1/2以上萌出

(大臼歯では中心寓が見え,遠心1/3以下の歯肉に覆わ

れて萌出しているもの), 3 :大臼歯の校合面が完全に露

出しているもの(大臼歯のみの判定)である。

なお,幼君永久歯総合調査一朝蝕状態,処置内容-の

判定基準は以下の通りである。
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21)大阪大学歯学部小児歯科学講座
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判定基準

1.繭蝕状態

o:健全歯

1 :Cl

表面的な小翻寓であり,形成充填により容易に治療

処置の完了する程度の郎蝕

1)平滑面では歯科用探針がひっかかるもの。

2)小筒裂溝では歯科用探針の先端が,歯質の中に1

mm程度庄入されるもの。 (sticky fissureを含む)

2:C2

clよりも進行した翻蝕であるが,歯髄処置は不要

と思われるもの。歯冠部では,雁患象牙質が認めら

れるもの。また,触診により郎寓が象牙質に達して

いることが認められるもの。

3!C3

C2よりさらに進行した状態で,断髄,抜髄または

根管処置を必要とする齢歯および郎蝕のため歯冠部

のおよそ1/5以上が崩壊しているもの。

4:C4

歯離虫の進行が著しく,歯冠部の2/5以上が崩壊して

いるもの。

5:抜歯による欠損歯

1-3の判定は厚生省歯科疾患実態調査基準に則る。

注:フツ化ジアンミン銀処置歯は,永久歯では塗布有

無しに関係なく前蝕判定基準に沿って検査記録する。

2.処置内容

1:予防填塞

2:レジン充填

3:インレ-修復

4 :全部被覆冠(既製被覆冠を含む)

5:その他(アマルガム充填,セメント充填を含む)

調査の集計および統計処理は,広島大学歯学部小児歯

科学講座が行った。集計にあたり,仝試料から矯正治療

中のものおよび全身疾患を有するもの,永久歯で癒合歯

5歳　6歳　7歳　8歳　9歳10歳11歳12歳13歳14歳15歳16歳

図1萌出程度別対象年齢(男子・上顎)
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5歳　6歳　7歳　8歳　9歳10歳11歳12歳13歳14歳15歳16歳

図2　萌出程度別対象年齢(男子・下顎)

5歳　6歳　7歳　8歳　9歳10歳11歳12歳13歳14歳15歳16歳

図3　萌出程度別対象年齢(女子・上顎)

5歳　6歳　7歳　8歳　9歳10歳11歳12歳13歳14歳15歳16歳

図4　萌出程度別対象年齢(女子・下顎)

のあるものは除外した。その結果,対象は男子2015

名,女子2065名,計4080名であった。なお,対象者の

90.2%は大学診療室に来院した患児のデータである。

調査項目の検討は,全ての調査対象を男女別および歯

種別に分類し,年齢別および萌出程度別に行った。萌出

程度別の検討は,萌出程度の結果より萌出歯数5%以上

の年齢から,萌出歯数95%までの年齢を対象として行

った(図1-4)。

結　　果

1.繭蝕状態

統計学的検討は1人平均DMF歯数に関してはt検定

を,その他の短日はx2検定を用いて行った。
商蝕雁患者率の結果を表1に示す。男女とも5歳時よ

り約10%を示し, 6歳時では男子19.13%,女子20.ll

12歳時で男子80.33%,女子80.36%であり, 16歳

時で男子89.08%,女子93.08%と女子が約5%高い値

を示した。

一人平均DMF歯数の結果を表2に示す。 6歳時で男

子0.39本,女子0.46本, 12歳時で男子3.79本,女子4.05

本であり, 16歳時では男子6.58本,女子8.60本と女子

が約2本多い値を示した。

年齢別DMF歯率の結果を男子上顎,男子下顎,女子

上顎,女子下顎別に表3-6に示す。

上顎では,第一大臼歯が最も高く, 5歳時より郎蝕が

みられ, 6歳時で男子11.36%,女子12.07%, 12歳時で

男子48.76%,女子49.10%であり,その後男子に対し

て女子は増加傾向をとり, 16歳時で男子52.94%,女子

67.18%と女子が約15%高い値を示した。次に高い郎蝕

雁息を示したのが第二大臼歯で, 11歳時より朝蝕雁息

が認められ, 12歳時で男子19.23%,女子21.47%を示

し,その後,第一大臼歯と同様,男子に対して女子は増

加傾向をとり, 16歳時で男子38.03%,女子48.21%と

女子が約10%高い値を示した。中切歯,側切歯,第一

小臼歯,第二小臼歯に関してはほぼ同様の顔蝕厚恩傾向

を示し, 9歳時より郎蝕雁息が認められ, 12歳時で男子

約10%,女子約13%, 16歳では男子約20%,女子約25

%を示した。犬歯は男女とも郎蝕雁息は低く, 12歳時

で男子2.15%,女子3.76%, 16歳時で男子5.53%,女

子10.00%を示した。

表1顔蝕雁患者率

5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

男 子 9.77 19 .13 35.23 50.27 6 3.96 67.43 74 .07 80.33 83 .52 88.13 87.90 89.08

(133) (183 ) (193) (183) (197 ) (175) (189 ) (183) (176 ) (160) (124 ) (119)

女 子
10.42 20 .11 42.78 46.97 67 .9 3 74.46 77 .37 80.36 87 .65 87.43 9 1.19 93.08

(144) (184 ) (187) (198 ) (184 ) (184) (190 ) (168> (170 ) (167) (159) (130)

上段(%),下段(N)
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表2　-人平均DMF歯数

5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

男 子
0.20 0 .39 0.83 1.45 1.89 2 .27 2.92 3 .79 5.18 5 .45 5.85 6.58

(133) (183 ) (193) (183) (197 ) (175 ) (189) (183 ) (176) (160) (124 ) (119)

女 子
0.15 0.46 0 .61 1.22 2 .02 2 .9 8 3.73 4.05 5.75 5.65 7 .37 8.60

(144) (184) (187 ) (198) (184 ) (184 ) (190) (168) (170 ) (167) (159 ) (130)

上段(%),下段(N)

表3　年齢別DMF歯率(男子・上顎)

歯 種 5 歳 . 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中 切 歯
0 .00 0.00 0.73 2.92 2.83 9.28 9.70 12.43 18 .23 17.50 25.9 1 20 .00

(16 ) (87) (275) (34 2) (389) (345) (37 1) (362) (35 1) (320) (247) (2 35)

側 切 歯
0.00 1.23 2 .94 3.3 1 12.28 10 .70 12.92 18.29 17.31 19.67 17 .67

13) (8 1) 238) 362) 342) (374 ) (356) (350) (312) (244) (2 32)

犬 歯
0.00 0.00 0 .00 0.00 1.49 0 .00 2.15 3.88 5 .36 5.76 5 .53

(2) (1) 9 ) (54) 134) (250 (326) (335) (317 ) (243) (235 )

第一小 臼歯
0.00 0.00 0 .00 3.10 3.92 10 .44 9.06 15.34 2 1.50 15.52 24 .07

(2) (ll) (5 8) (129) (204) (3 16 ) (34 2) (339) (307 ) (232) (2 16 )

第二小 臼歯
0.00 0.00 0 .00 11.11 3.67 8.8 1 7.36 13.10 19 .75 13.17 18.97

(2) (5) (6 ) (45 ) (109) (193) (299 ) (336) (3 14 ) (24 3) (232 )

第一大臼歯
10.14 11.36 20.90 28 .05 33.85 36.57 44.44 4 8.7 6 52.71 53 .13 54 .03 52.94

(69) (220 ) (335) (353 ) (390 ) (350) (378) (363 ) (351) (320 ) (24 8) (238)

第二大 臼歯
0.00 18.92 19 .23 24 .79 24.03 29 .71 38.03

(10) (37) (130 ) 238) (283) 2 39) (234)

上段(%),下段(N)

表4　年齢別DMF歯率(男子・下顎)

歯 種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中 切 歯
0.63 0.00 0.55 1.10 1.29 1.16 1.08 3 .05 3 .13 1.58 1.62 2.52

(158) (298) (363) (362) (388 ) (34 6) (371) (36 1) (3 52 ) (3 16) (247 ) (238)

側 切 歯
0.00 0.00 0 .7 3 0.60 1.79 0 .58 2.41 1.95 4 .29 2.56 2.88 2.52

(16) (94) (27 3) (333) (392) (34 3) (374) (359) (350 ) (3 13) (243 ) (238)

犬 歯
0.00 0 .00 0.00 1.72 0 .45 0.31 0.56 2 .85 0.95 2.83 2.10

(2 (10 ) (25) (116 (222 ) (318) (354) (35 1) (317) (247) (2 38)

第一小 臼歯
0.00 0 .00 0.00 1.69 4 .59 4 .08 5.00 12 .35 9.97 8.86 16 .82

(2) (8) (3 1) (118) (196 ) (319) (340) (340 ) (3 11) (237) (22 0)

第二小 臼歯
0.00 0 .00 25.00 6.52 9.43 5.61 8.95 13.33 13.18 12.08 15 .4 2

(2) (4 ) (8) (46) (106 ) (214 ) (3 13) (330 ) (311) (240) (227 )

第一大 臼歯
15.25 17.67 23 .60 39.34 47.72 42.4 1 50.79 58.20 6 1.08 56.29 63.16 6 8.0 9

(118) (266) (356 ) (361) (394) (349) (37 8) (366) (352) (318) (247) (235 )

第二大 臼歯
0.00 0.00 20.00 15.0 8 28.38 30.52 36.13 一42.56 ∴ 5 1.2 6

(1) (4) (35) (12 6) (222) (308) (310) (242) (23 8)

上段　96,下段(N)



18　長坂信夫ほか:幼君永久歯の総合的研究

表5　年齢別DMF歯率(女子・上顎)

歯 種 5 歳 6 歳 7 歳 . 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中 切 歯
0 .00 0.00 1.32 1.33 5.2 8 10 .38 8.75 13 .86 20.96 19.88 2 8.4 8 28.96

(2 1) (120) (302 ) (377) (360 ) (3 66) (377) (332 ) (334) (332 ) (316) (259)

側 切 歯
0.00 0.00 2.76 5.46 13 .81 12.73 13 .07 2 1.7 9 15.45 25 .32 28.69

(16) (138) (290) (348 ) (3 62 ) (377) (329 ) (335) (330) (3 16) (25 1)

犬 歯
0.00 0 .0 0 0.00 2 .94 2.45 3.76 4 .82 5.14 9 .52 10.00

(5) (14 ) (89) (23 8) (327) (3 19 ) (332) 、 (33 1) (3 15 ) (260)

第一小 臼歯
33.33 0.00 11.4 8 6.92 11.76 17.06 9.12 18.61 21.52 24 .16 29.46

(3) (17) (6 1) (159) (272 ) (34 0) (3 18) (317 ) (316) (298 ) (241)

第二小 臼歯
0.00 18 .75 5.00 11.11 12.73 11.03 13 .49 15.50 2 1.36 26.32

(1) (16 ) (40) (135 ) (2 67) (290) (304 ) (329) (309 ) (24 7)

第一大 臼歯
0.99 12 .07 24.02 19 .5 3 35.93 50.00 5 2.63 49.10 57 .23 54 .19 62.66 67.18

(10 1) (2 32 ) (333) (384 ) (359) (368 ) (3 80 ) (334) (339 ) (334) (3 16 ) (2 59)

第二大 臼歯
50 .00 0.00 13.19 2 1.47 28 .57 32.21 40.59 4 8.21

(2) (12) (9 1) (177) (266 ) (298) (303) (2 51)

上段(%),下段(N)

表6　年齢別DMF歯率(女子・下顎)

歯 種 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中 切 歯
0.00 0.33 0.83 1.02 0 .5 5 1.64 0.80 3.58 7.69 1.20 2.52 3 .46

(176) (305 ) (361) (39 1) (364 ) (366) (374 ) (335) (338) (3 32 ) (3 18) (260 )

側 切 歯
0.00 0.00 0 .34 1.07 0 .2 8 1.66 1.08 3.02 5.37 0 .9 1 ▼4.13 4 .28

(23) (132) (297 ) (374) (359 ) (362) (372 ) (331) (335) (3 30 ) (3 15) (257 )

犬 歯
0 .00 6 .2 5 0.00 0 .00 0.31 1.09 2 .39 1.20 1.20 3.77 5.06

(2) (16) (72) (209 ) (321) (368) (335) (334) (3 34 ) (318) (257)

第一小 臼歯
0 .00 0 .00 2.04 3 .97 1.89 6.63 3.64 7.08 10 .59 12.25 20.66

(2 ) (ll) (49) (126 ) (2 64) (347) (330) (325) (32 1) (302) (242)

第二小 臼歯
0 .00 0.00 0 .00 8.33 6 .3 8 7 .38 12.74 8.28 12.23 12 .78 21.82 30.49

(2 ) (1) (1) (12) (47) (14 9) (259) (29 0) (3 19) (3 13) (307) (246)

第一大臼歯
9 .60 18.56 土.23 34 .10 49.04 50 .82 55.4 1 55 .95 65.59 59.64 70.03 76.92

(19 8) (29 1) (363 ) (393) (363 ) (36 6) (379) (336 ) (340) (332 ) (317) (260)

第二大 臼歯
0 .00 22.22 13.11 20.42 23 .94 37.70 40.06 4 8.73 60.70

(1) (9) (6 1) (19 1) (259 ) (305) (327 ) (316) (257)

上段(%),下段(N)

下顎では,上顎と同様に第一大臼歯が最も郎蝕雁息が

高く,男女とも5歳時より歯再蝕雁息が認められ, 6歳時

で男子17.67%,女子18.56%, 12歳時で男子58.20%,

女子55.95%を示すが, 16歳時では男子68.09%,女子

76.92%と,女子が約10%高い値を示した。第二大臼歯

は10歳時より郎蝕雁息が認められ, 12歳時で男子28.38

%,女子23.94%と若干男子が高い値を示すが, 16歳時

では男子51.26%,女子60.70%と女子が約10%高い値

を示した。また,下顎第一,第二大臼歯は男女とも上顎

に対し約10%高い値を示した。第二小臼歯は12歳時で

男子8.95%,女子8.28%を示すが,その後女子は増加

傾向をとり, 16歳時で男子15.42%に対し女子30.49%

と約2倍近い値を示した。第一小臼歯は12歳時で男子

5.00%,女子3.64%, 16歳時で男子16.82%,女子20.66

%を示した。中切歯,側切歯,犬歯に関しては男女とも

部蝕雁息は低く,ほぼ5%以下を示した。



表7　萌出程度別DMF歯率(男子・上顎)

歯 種 萌 出程 度 1 萌 出程 度 2 萌 出程 度 3

中 切 歯
0 .0 0

1 1 8

1 .9 9

(6 0 2

側 切 歯
0 .8 8

1 14

3 .1 7

5 67

犬 歯
0 .0 0

1 14

1 .69

6 5 0 )

第 一 小 臼 歯
1 .5 4

13 0

7 .9 4

9 1 9 )

第 二小 臼 歯
2 .7 0

7 4

7 .87

5 7 2 )

第 一 大 臼 歯
3 .3 3 1 8 .0 6 1 8 .7 3

9 0 15 5 ) 3 7 9

第 二 大 臼 歯
5 .5 6 2 2 .4 2 2 7 .0 2

9 0 16 5 4 3 3

上段(%),下段(N)

表9　萌出程度別DMF歯率(女子・上顎)

歯 種 萌 出 程 度 1 萌 出 程 度 2 萌 出程 度 3

中 切 歯
0 .0 0

( I l l)

1.2 0

3 3 2

側 切 歯
0 .0 0

( 1 13

4 .0 7

6 6 3 )

犬 歯
1.6 0

12 5

2 .2 7

5 2 9

第 一小 臼歯
4 .7 2

( 10 6

13 .3 6

7 2 6

第二 小 白歯
0 .0 0

6 6

12 .7 8

(9 7 0 )

第一 大 臼歯
2 .4 4 8 .0 7 2 1.9 9

8 2 ) ( 16 1 4 2 3

第二 大 臼歯
9 .2 0 18 .7 5 3 2 .3 7

(8 7 ) 、. 1 9 2 5 5 3

上段(%),下段(N)

萌出程度別DMF歯率の結果を男子上顎,男子下顎,

女子上顎,女子下顎別に表7-10に示す。

上顎では,第一,第二小臼歯とも,萌出程度1で, 5

%以下の低い値を示し,萌出程度2では男子約8%,女

子約13%を示した。中切歯,側切歯,犬歯に関して

は,いずれも5%以下の低い値を示した。第一大臼歯

は,男子が萌出程度1で3.33%,萌出程度2で18.06

%,萌出程度3で18.73%と,萌出程度1および2で約
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表8　萌出程度別DMF歯率(男子・下顎)

歯 種 萌 出程 度 1 萌 出程 度 2 萌 出 程 度 3

中 切 歯
0 .0 0

16 9

0 .0 0

6 5 0 )

側 切 歯
0 .9 2

(10 9

0 .3 3

(6 0 7

犬 歯
0 .0 0

14 7

0 .3 7

5 3 4 )

第 一小 臼 歯
0.9 8

10 2

3 .99

(9 0 2

第 二小 臼 歯
2 .9 0

6 9

10 .l l

(9 4 0

第 一 大 臼 歯
5.6 9 2 4 .89 2 1 .6 8

12 3 2 2 5 3 9 2

第 二 大 臼歯
6.6 3 3 1 .6 3 35 .7 1

19 6 2 15 (2 80 )

上段(%),下段(N)

表10　萌出程度別DMF歯率(女子・下顎)

歯 種 萌出程 度 1 萌出程度 2 萌 出程度 3

中 切 歯
0.00

131

0.29

350)

側 切 歯
0.00

(109

0.70

(7 17)

犬 歯
0 .00

138

0.22

464)

第一小 臼歯
0 .00

106

4.7 1

(680

第二小 臼歯
6.00

(50)

10.78

(1327

第一大 臼歯
2.80 15.63 20.27

(107 160 222)

第二大 臼歯
8.68 32.20 35.46

(219 236 36 1)

上段(%),下段(N)

15%の差がみられた。女子は萌出程度1で2.44%,萌

出程度2で5.07%,萌出程度3で21.99%と,萌出程度

2では男子より低い値を示すが,萌出程度3では高い値

を示した。第二大臼歯も第一大臼歯と同様,男子が萌出

程度1で5.56%,萌出程度2で22.42%,萌出程度3で

27.02%と萌出程度1および2で約15%の差がみられ,

女子は萌出程度1で9.20%,萌出程度2で18.75%,萌

出程度3で32.37%と萌出程度2では男子より低い値を
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示すが,萌出程度3では高い値を示した。また,第二大

臼歯は,男女とも第一大臼歯より全ての段階において高

い値を示した。

下顎では,第一,第二小臼歯は,萌出程度1では5%

以下の低い値を示し,萌出程度2では男女同様の値で,

第一小臼歯で男子3.S　　女子4.71%,第二小臼歯で男

子10.11%,女子10.78%を示した。中切歯,側切歯,

犬歯に関してはいずれも5%以下の低い値を示した。第

一大臼歯は,男子が萌出程度1で5.69%,萌出程度2で

24.89%,萌出程度3で2Lt　　女子は萌出程度1で2.80

%,萌出程度2で15.63%,萌出程度3で20.27%と,

男女とも萌出程度1および2で約15-20%の差がみら

れた。萌出程度2では男子が女子に対し約10%高い値

を示し,萌出程度3になると男女ほぼ同様の値を示し

た。第二大臼歯は,男子が萌出程度1で6.63%,萌出程

度2で31.63%と非常に高くなっており,萌出程度3で

35.71%であった。女子は萌出程度1で8.68%,萌出程

度2で32.20%,萌出程度3で35.46%であり,男女と

も萌出程度1および2で約25%の差がみられた。また

上顎と同様に,第二大臼歯は,男女とも第一大臼歯より

高い値を示した。

2.処置内容

年齢別の一人平均処置歯数の結果を表11に示す。本

集計は,予防填塞処置を含まない結果である。一人平均

処置歯数は, 6歳時で男子0.17本,女子0.20本, 12歳

時で男子2.64本,女子2.87本であり差がみられない

が, 16歳時で男子4.64本,女子6.75本を示した。

年齢別処置内容の結果を男子上顎,男子下顎,女子上

顎,女子下顎別に表12-15に示す。

レジン充填は,各年齢において第一大臼歯が高い値を

示した。第一大臼歯は,男子上顎12歳時で23.97%, 16

歳時で16.81%,男子下顎では13歳時で26.70%, 16歳

時で25.53%,女子上顎11歳時で27.11%, 16歳時で

24.32%,女子下顎9歳時で27.00%, 16歳時で25.77%

を示した。下顎第二大臼歯は萌出後10歳時から増加傾

向がみられ, 16歳時で男子18.49%,女子22.96%であ

った。

インレ-修復は,各年齢において第一大臼歯が高い値

を示した。第一大臼歯は,男子上顎では12歳時で13.22

>, 16歳時で20.59%,男子下顎では12歳時で16.67

16歳時では25.53%を示した。女子上顎では12歳

時で14.97%, 16歳時で29.73%,女子下顎では12歳時

で20.83%, 16歳時で38.46%であり,女子は16歳時で

上下顎ともに約30%以上を示した。第一大白歯は各年

齢において増加傾向を示し,女子の方が高い値を示し

た。第二大臼歯は,男子は上顎16歳時で9.83%,下顎

16歳時で10.50%であり,女子は上顎16歳時で12.75

%,下顎16歳時では最も多く18.68%を示した。男女

ともに第一大臼歯および第二大臼歯の処置が下顎で多く

みられた。

全部被覆冠については,各年齢においてわずかに第一

大臼歯の処置がみられたが,他はほとんどみられなかっ

た。

その他の項目では,アマルガム充填およびセメント充

填などであった。男子上顎15歳時で第一大臼歯が10%

以下を示したが,第一大白歯および第二大臼歯を除いて

ほとんどみられなかった。

萌出程度別処置内容の結果を表16に示す。

レジン充填では,萌出程度2で第一大白歯,第二大臼

歯で約3-10%を示し,女子より男子が多く,男子下顎

で最も高く10.22%を示した。次に,女子下顎第二大白

歯で8.05%であった。萌出程度3では第二大臼歯が第

一大臼歯よりも高く男子下顎で13.93%,女子下顎で

14.13%を示した。

インレ-修復では,萌出程度3の女子下顎第二大臼歯

で6.93%を示したが,萌出程度2および3では,男女

上下顎ともにほとんど認めなかった。

全部被覆冠,およびその他については,処置が全体的

に少ない値を示した。

年齢別予防填塞処置では, 9歳時女子で第一大白歯に

最も多くみられ,男子は,上顎9歳時で41.79%, 16歳

時で30.67%,下顎10歳時で40.69%, 16歳時で23.40

表11 -人平均処置歯数

5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

男 子
0.02 0 .17 0.4 1 1.00 1.3 1 1.53 2.11 2.64 3 .7 8 3.86 4 .53 4.64

133) (183) (193) (183) 197) (175) (189) (183) (17 6) (160 ) (124 ) (119)

女 子
0.0 1 0 .20 0.55 0 .69 1.40 2.23 2.61 2.87 4 .4 6 4.47 5 .94 6.75

(144) (184 ) (187) (19 8) (184) (184 ) (190) (168) (170 ) (167) (159 ) (130)

上段(%),下段(N)
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表12　年齢別処置内容(男子・上顎)

歯 種 処 置 内 容 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 . 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0.00 0.00 0.00 0 .58 0 .00 0.00 1.08 0.28 1.14 0.63 0.00 0.00
(0) (0) (0) (2 ) (0 ) (0) (4) (1) (4) (2) (0) (0)

0.00 0.00 0 .73 1.17 1.54 5.80 5.66 7.18 12.54 10.3 1 19.43 11.91
0 0 2 4 6 20 2 1 26 44 33 48 28

切
イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0-00 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (o) (0) (0) (0)

歯
0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.28 1.7 1 0.00 0.40 1.28
(0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0) (0) (1) (6) (0) (1) (3)

0.00 0 .00 0 .00 0 .5 8 0 .00 0.58 1.08 0.28 1.14 1.21 0.85
(0) (0) (0) (2 ) (0 ) (2) (4) (1) (4) (6) 3 (2)

側

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0 .00 0 .00 2 .10 2 .2 1 0.88 2.4 1 1.40 3.71 2.46 3.4 5
(0) (0) (5 ) (8 ) (3) (9) (5) (13) (9) (6) (8)

0 .00 1.23 0 .84 、0 .83 4.09 7.22 7.30 13.71 8.97 13.93 10.78
0 1 2 3 14 27 26 48 28 34 25

切
イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00
(0) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0)

歯
0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .41 0 .43
(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (1)

0 .00 0 .00 0 .84 0.55 0.00 0.27 0.00 1.14 0.96 2 .05 0 .4 3
(0 ) (0 ) (2 ) (2) (0) (1) (0) (4 ) (3) (5) (1)

犬

」上凶

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 :0 0 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.61 0.90 0.63 0 .4 1 0 .4 3
(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (2) (3) (2) (1) (1)

0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 1.53 1.4 9 1.58 4 .12 2 .98
(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (5) (5) (5) (10 ) (7)

0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.32、 0 .0 0 0 .0 0
(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0 ) (0 (1) (0 ) (0 )

0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00
(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0) 0 ) (0 ) (0 ) (o)

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .63 0 .00 0 .4 3
(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0) (0) (2) (0 ) (1)

第

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ シ レー 修復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 .00 0.00 12 .07 13.18 12.75 21.20 15.50 2 3.60 17 .59 2 1.9 8 2 1.7 6
(0 ) (0 ) (7 ) (17) (26) (67) (53) (80) (54 ) (5 1 (47 )

0 .00 0 .00 0 .00 1.55 0.98 4.43 3.51 5.31 5.21 7 .33 6 .0 2
(0 ) (0 ) (0 ) (2) (2) (14) (12) (18) (16) (17 ) (13

中

日

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.63 1.4 6 2.36 3.26 1.72 4 .6 3
(o ) .(o ) (0 ) (0) (0) (2) (5) (8) (10) (4 ) (10 )

0 .00 0 .00 0 .00 ▼0.00 0.00 0.00 0 .29 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (1) (0 ) (0 ) (0 ) (0 )

0 .00 0 .00 0 .00 0.00 0.49 1.27 1.17 0.5 9 1.95 0 .86 0 .9 3
(0 ) (0 ) (0 ) (0) (1) (4) (4) (2) (至 (2 ) (2 )

0 .00 0 .00 0 .00 11.11 15.60 16.58 15.72 19.64 15.29 19 .7 5 18.97
(0 ) (0 ) (0 ) (5) (17) (32) (47 ) (66 ) (4 8) (4 8) (44 )

0 .00 0.00 0.00 4.44 1.83 5.70 3.0 1 5.65 7 .96 4 .5 3 6 .0 3

イ ン レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 0 0 2 2 11 9 19 25 11 14
小

目

.7
(0 ) (0 ) (0 ) (1) (0) (2) (3) (6 ) (18) (6 ) (13)

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .30 0 .00 0 .00 0 .00
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0) (0) (1) (0 ) (0 ) (0 )

0 .00 0.00 0.00 2.22 0.00 0.00 0 .67 0 .30 0 .96 1.2 3 0 .4 3
(0 ) (0 ) (0 ) (1) (0) (0) (2) (1) (3) (3 ) (1)

5 .80 22 .7 3 25.97 38.24 4 1.79 36.86 39.15 30 .58 27 .35 2 8.44 3 1.85 30 .67
(4 ) (50 ) (87 ) (135 ) (163) (129) (148) (ill) (96) (91) (79 ) (7 3)

、0 .0 0 4 .09 6 .27 13 .03 13.08 17.43 16.67 23.97 18.52 2 1.8 20 .16 16 .81
(0 ) (9 ) (2 1) (46 ) (5 1) (6 1) (63) (87) (65) (70 ) (50 ) (40 )

大

日

0 .0 0 0 .00 0.60 1.42 6.92 8.57 10.05 13.22 17 .66 18.75 18 .95 20 .5 9
(0) (0 ) (2 ) (5 ) (27) (30) "(38) (48) (62) (60) (47 ) (49 )

0 .0 0 0 .00 0 .00 0 .00 0.5 1 0.29 0.26 0.55 1.14 1.56 0 .81 0 .84
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2) (1) (1) (2) (4 ) (0 ) (2 ) (2 )

0 .00 0 .0 0 1.49 3 .40 3.33 1.7 1 5.03 2.4 8 7.12 4 .06 10 .0 8
(0 ) (0 ) (5 ) (12 ) (13) (6) (19) (9) (25) 13) (25 ) 14

20.00 13.5 1 11.54 16.39 2 3.32 25 .52 2 8.2 1
(2) (0) (15) (39 ) (66 ) (6 1) (6 6)

0.00 0.00 3.08 7.56 7 .77 10 .88 11.97

0 0 4 18 22 26 2 8

大

日

0.00 2.70 1.54 2.10 3.53 2 .09 9 .83
(0) (1) (2) (5) (10 ) (5 ) (23 )

0.00 0.00 0.00 0.84 0 .00 0 .42 0 .4 3
歯 (0) (0) (0) (2) (0) (1) (1)

0.00 8.11 0.00 2.10 1.4 1 4 .60 4 .27
(0) (3) (0) (5) (4 ) (ll) 10

上段(%),下段(N)
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表13　年齢別処置内容(男子・下顎)

歯 種 処 置 内 容 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 .1主歳 16 歳

中 .

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0.00 0.34 0.00 0.55 0.00 0.00 0.00 0 .00 0.00 0 .32 0 .81 0.84
(0) (1) (0) (2) (0) (0) (0) (0 ) (0) (1) (2) (2)

0.00 0.00 0.28 0.55 0.26 0.58 0.81 2.2 2 1.70 0.95 1.21 1.26

0 0 1 2 1 2 3 8 6 3 3 3

切
イ ン レ ー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.0 0 0.00 0.00 0 .00 0.00
(0) (0) (o) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (o) (0) (0)

歯
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .57 0 .00 0 .00 0.0 0
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (2) (0 ) (0) (0)

0.00 0.00 0.00 0.55 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .57 0 .63 0 .00 0.84
(0) (0) (0) (2) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (2) (2) (0 ) (2)

側

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0.00 0.00 0.00 0.60 0.00 0.00 0.00 0.0 0 0.00 0.00 0 .00 0.84
(0) (0) (0) (2) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0 ) (0 ) (2)

0.00 0.00 0.37 0.00 0.26 0.58 1.60 0 .84 1.71 0 .64 2 .0 6 1.26

0 0 1 0 1 2 6 3 6 2 5 3

切
イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ Pの 他

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .0 0 0 .00 0 .00 0 .00
(0) (0) (0) (0) (o) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0 ) (0 )

歯
0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .86 0 .00 0 .00 0 .00
(0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (3) (0) (0 ) (0 )

0.00 0.00 0.00 0.60 0.00 0.00 0.00 0 .00 0.57 0 .64 0 .4 1 0.00
(0) (0) (0) (2) (0) (0) (0) (0 ) (2 ) (2 ) (1) (0)

犬

歯

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .0 0 0 .00 0 .0 0 0 .84
(0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2)

0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 1.4 2 0 .00 1.2 1 0 .4 2
(0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (5) (0) (3) (1)

0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00
(0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0) (0) (0 ) (0 )

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .0 0ノ 0.00
(0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 )

0.00 0.00 0.00 0.00 0 .4 5 0 .00 0 .00 0 .0 0 0 .63 0 .00 0 .0 0
(0) (0) (0) (0) (1) (0 ) (0 ) (0) (2) (0 ) (0 )

第

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0.00 0.00 0.00 12.71 11.22 15.67 12 .0 6 18.24 15.11 2 1.10 2 1.36
(0) (0) (0) (15) (22) (50) (4 1) (62) (4 7) 50 ノ (4 7)

0.00 0.00 0.00 0 .00 1.53 0 .31 1.18 3.24 3.22 4 .22 3.18
(0) (0) (0) (0 ) (3) (1) (4 ) (ll) (10) (′10 ) (7)

小

目

0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .59 2.25 1.27 0.91
(0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (2 ) (7 ) (3) (2)

0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .88 0 .00 0 .00 0 .0 0
歯

第

(0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (3) (0) (0 ) (0

0.00 0.00 0.00 0 .00 1.0 2 0 .63 0 .59 0 .29 0 .64 0 .4 2 0 .4 5
(0) (0)、 (0) (0 ) (2 ) (2 ) (2) ′′ノ′(1) (2) (1) (1

0.00 50.00 12.50 10 .87 16.04 19 .63 12 .4 6 19.0 9 14 .47 2 1.2 5 22 .0 3
(0) (2) (1) (5) (17 ) (4 2) (39) (63) (4 5) (51) (50 )

0.00 0.00 0.00 0.00 3.77 一34 4 .15 5.76 4 .50 3.75 3.52

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー 修復

全 部 被 覆 冠

そ の . 他

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 0 0 0 4 5 13 19 14 9 8
小

目

.00 0.00 12.50 2.17 0 .00 0 .00 0 .32 1.21 2.25 1.25 1.7
(0) (0) (1) (1) (0 ) (0 ) (1) (4) (7) (3 ) (4 )

0.00 0.00 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .61 0 .00 0 .00 0 .0 0
歯

第

(0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2) (0) (0 ) (0 )

0.00 0.00 0.00 2.17 0 .94 0 .00 0 .00 0 .91 0 .96 0 .83 0.44
(0) (0) (0) (1) (1) (0) (0 ) (3) (3) (2) (1)

2.54 20.68 27.53 33.24 36.55 4 0.69 38.89 25.68 2 5.85 2 8.30 30 .36 23.40
(3) (55) (98) (120) (14) (14 2) (14 7) (94 ) (91) (90) (75) (55)

0.85 6.02 8.99 18.84 19.80 19.77 19.31 25.68 26.70 24 .53 25.51 25.53
(1) (16) (32) (68) (78) (69) (73) (94 ) (94 ) (78) (63) 60

大

日

0.00 0.00 1.40 4.71 10.15 9.74 14 .81 16.67 2 1.02 21.70 21.0 5 25.53
(0) (0) (5) (17) (40) (34) (56) (61) (74) (69) (52) (60)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.5 1 0 .29 2.12 1.64 0.57 0 .94 1.21 1.70
歯

節

(0) (0) (0) (0) (2) (1) (8) (6) (2) (3) (3) (4)

1.69 2.26 2.53 4.99 6.09 1.72 6.08 6.56 6.82、 2.83 8.50 8.09
(2) (6) (9) (18) (24) (6) (23) (24 ) (24) (9) 21) (19

0.00 0.00 11.43 8.73 16.22 22.73 21.94 29.75 31.09
(0) (0) (4) (ll) (36) (70) (68) (72) (74)

0.00 0.00 4.76 7.21 9.09 14.52 18.60 18.49
(0) (0) (1) (6) (16) (28) (45) (45) (44)

大

日

イ ン レー 修復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 2.86 0.00 1.35 2.92 3.23 6.20 10.50
(0) (0) (1) (0) (3) (9) (10) (15) (25)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.32 0.00 0.00 0.84
歯 (0) 0) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (2)

0.00 0.00 0.00 3.17 0.90 3.90 3.55 4.96 7.98
(0) (0) (0) (4) (2) (12) (ll) (12) (19)

上段(%),下段(N)
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表14　年齢別処置内容(女子・上顎)

歯 種 処 置 内 容 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 1 0 歳 1 1 歳 1 2 歳 1 3 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0 .0 0 0 .8 3 0 .0 0 0 .0 0 0 .5 6 0 .2 7 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 0 0 .0 0 0 .3 2 1.5 4
0 ) (1 ) (0 ) (0 2 1 ) (0 ) (0 ) 2 ) (0 ) ( 1) (4 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .6 6 0 .80 2 .5 0 5 .4 6 5 .0 4 9 .3 4 15 .8 7 14 .4 6 1 7 .7 2 2 2 .7 8

0 0 2 3 9 2 0 19 3 1 5 3 4 8 5 6 5 9

切
イ ン レ ー 修 復

.全 部 被 覆 冠

そ の 他 .

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
0 ) (0 ) (0 ) (0 ) 0 ) (0 ) 、(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 )

歯
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .2 8 0 .0 0 1.3 3 0 .3 0 0 .6 0 0 .6 0 1 .2 7 2 .3 2

0 (0 ) (0 ) (0 1 ) 0 ) (5 ) ( 1) 2 ) (2 ) (4 ) (6 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .5 5 0 .2 7 0 .6 0 0 .9 0 0 .3 0 0 .3 2 0 .0 0
0 0 0 (0 0 2 1) 2 3 1 (1 (0

倒

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 .0 0 0 .0 0 1 .0 3 4 .3 1 4 .4 2 2 .9 2 4 .2 6 4 .4 8 3 .3 3 1 .5 8 2 .3 9
0 (0 3 15 ( 16 1 1 14 1 5 1 1 5 (6

0 .0 0 0 .0 0 1 .0 3 1.7 2 6 .3 5 7 .9 6 8 .2 1 14 .6 3 1 2 .4 2 17 .7 2 19 .9 2

0 0 3 6 2 3 3 0 2 7 4 9 4 1 5 6 5 0

切
イ ン レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .60 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
0 ) (0 ) 0 0 0 (0 ) (0 2 0 (0 0 )

歯
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 1 .2 7 1 .2 0

0 0 (0 0 0 0 ) 0 0 0 4 (3

0 .0 0 0 .0 0 0 .6 9 0 .0 0 0 .5 5 0 .8 0 0 .30 1 .19 0 .30 0 .6 3 0 .80
(0 ) (0 ) (2 (0 2 ) (3 ) (1 ) (4 ) (1 ) (2 ) (2 )

犬

歯

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .0 0 0 .0 0 2 .2 5 0 .0 0 0 .3 1 0 .0 0 0 .0 0 0 .3 0 0 .3 2 0 .7 7
(0 ) (0 ) (2 0 ) (1 ) (0 ) (0 ) (1 ) ( 1 ) (2 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 1 .6 8 0 .6 1 1 .5 7 2 .4 1 1 .8 1 6 .0 3 5 .3 8
0 ) 0 (0 4 2 ) (5 (8 6 ) 19 ) ( 14

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .4 2 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
(0 ) (0 (0 1 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
0 0 (0 0 (0 ) (0 (0 0 ) (0 ) (0 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .9 1 0 .0 0 0 .7 7
(0 ) (0 (0 (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (3 ) (0 ) (2 )

第

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ シ レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0 .0 0 0 .0 0 1 1 .4 8 1 3 .84 2 2 .0 6 19 .4 1 2 2 .6 4 2 3 .0 3 2 2 .15 2 6 .8 5 2 3 .2 4
(0 ) 0 (7 2 2 (6 0 ) 6 6 ) (7 2 (7 3 ) (7 0 ) 8 0 ) (5 6 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 5 .8 5 .0 0 4 .0 9 7 .8 9 7 .9 1 8 .0 5 1 0 .7 9
(0 ) (0 ) (0 (3 ) (16 ) (17 ) (13 ) (2 5 ) (2 5 ) (2 4 ) (2 6 )

小

目

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .7 4 2 .6 5 1.2 6 2 .2 1 3 .16 7 .0 5 7 .4 7
(0 ) 0 ) (0 (0 2 ) (9 ) (4 ) (7 ) ( 10 ) (2 1 ) (1 8 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .5 9 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 1 .3 4 0 .4 1
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2 ) (0 ) (0 ) (0 ) (4 ) (1 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 3 0 .7 4 0 .5 9 0 .3 1 2 .8 4 1.2 7 1 .6 8 3 .3 2
(0 ) (0 ) (0 ) (1 ) (2 ) (2 ) ( 1) (9 ) (4 ) (5 ) (8 )

0 .0 0 6 .2 5 10 .0 0 2 3 .7 0 15 .7 3 2 1.7 2 2 5 .6 6 2 4 .3 2 2 3 .9 5 2 2 .2 7
(0 ) (1 (4 ) (3 2 ) (4 2 ) (6 3 ) (7 8 ) (8 0 ) (74 ) (5 5 )

0 .0 0 0 .00 0 .0 0 4 .4 4 4 .4 9 蝣4 .14 5 .5 9 7 .2 9 8 .0 9 7 .6 9

イ ン レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0 0 0 6 12 12 1 7 2 4 2 5 1 9

中

日

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 2 .9 6 0 .7 5 2 .0 7 2 .3 0 4 .2 6 8 .0 9 8 .1 0
0 ) (0 (0 4 ) (2 ) (6 ) (7 ) (1 4 ) 2 5 ) (2 0 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .3 4 0 .3 3 0 .0 0 0 .00 0 .4 0
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) ( 1) ( 1) (0 ) (0 ) (1 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .7 5 0 .0 0 0 .9 9 1 .2 2 1 .6 2 1 .2 1
0 0 (0 0 2 ) (0 ) (3 4 ) 5 ) (3 )

2 2 .7 7 2 1 .9 8 2 7 .9 3 4 2 .7 1 4 4 .5 7 3 4 .2 4 3 3 .4 2 3 6 .5 3 3 2 .4 5 3 1 .7 4 2 5 .0 0 19 .3 1
(2 3 ) (5 1 ) (9 3 ) (16 4 ) ( 16 0 ) ( 12 6 ) ( 12 7 ) (1 2 2 ) (1 1 0 ) (1 0 6 ) (7 9 ) (50 )

0 .0 0 3 .8 8 5 .7 1 7 .0 3 18 .1 1 2 2 .2 8 2 7 .1 1 1 8 .8 6 24 .4 8 2 6 .0 5 2 3 .4 2 2 4 .3 2
(0 ) (9 ) (1 9 ) (2 7 ) (6 5 ) (8 2 ) ( 10 3 ) (6 3 ) (8 3 ) (8 7 ) (7 4 ) (6 3 )

大

日

0 .0 0 0 .8 6 2 .4 0 2 .3 4 4 .4 6 12 .2 3 12 .6 3 1 4 .9 7 1 9 .7 6 17 .0 7 2 4 .0 5 2 9 .7 3
(0 ) (2 ) (8 ) (9 ) (16 ) (4 5 ) (4 8 ) (5 0 ) (6 7 ) (5 7 ) (7 6 ) (7 7 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .2 6 1 .8 0 2 .6 5 1 .80 3 .4 8 1 .5 4
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) ( 1) (6 ) (9 ) (6 ) (l l ) (4 )

0 .0 0 0 .8 6 1 .80 1 .82 3 .0 6 5 .7 1 3 .16 3 .8 9 4 .1 3 3 .8 9 4 .7 5 4 .6 3
(0 ) (2 ) (6 ) (7 ) ( l l) (2 1) ( 12 ) (1 3 ) (14 ) (1 3 ) (15 ) (12 )

0 .0 0 8 .3 3 1 3 .19 1 9 .2 1 2 4 .4 4 2 6 .17 3 2 .0 1 3 1 .4 7
(0 ) ( 1) ( 12 ) (3 4 ) (6 5 ) (7 8 ) (9 7 ) (7 9 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 3 .9 5 10 .5 3 12 .4 2 9 .5 7 18 .3 3

イ ン レ ー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 0 0 7 2 8 3 7 2 9 4 6

大 .

臼

0 .0 0 、 0 .0 0 1 .1 0 0 .5 6 2 .2 6 4 .7 0 6 .9 3 12 .7 5
(0 (0 ) ( 1) (1 ) (6 ) (14 ) (2 1 ) (3 2 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 6 0 .4 0
歯 (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2 ) ( 1 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 2 .8 2 2 .6 3 6 .0 4 6 .2 7 1.9 9
(0 ) (0 ) (0 ) (5 ) (7 ) (1 8 ) ( 19 ) (5 )

上段(%),下段(N)
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表15　年齢別処置内容(女子・下顎)

歯 種 処 置 内容 5 歳 6 歳 7 歳 8 歳 9 歳 10 歳 11 歳 12 歳 13 歳 14 歳 15 歳 16 歳

中

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.55 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0 ) (0 ) (0) (0 ) (0) (2) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 .00 0.00 0.28 0.00 0.00 0.55 0.80 2.09 5.62 1.20 2.52 2.3 1
0 0 1 0 0 2 3 7 19 4 8 6

切
イ ン レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0 ) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

歯
0 .00 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 0.00 、0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0 ) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

0 .00 0二00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.30 0.00 0.00 0.00
(0 ) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (o) (1) (0) (0) (0)

側

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 .堰

0 .00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.55 0.00 0.30 0.00 0.00 0.00 0.00
(0 ) (0) (0) (0) (0) (2) (0) (1) (0) (0) (0) (0)

0.00 0.00 0.34 0.00 0.00 0.55 0.8 1 2.42 3.58 0.9 1 3.49 2.33
0 0 1 0 0 2 3 8 12 3 11 6

切
イ ン レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

歯
0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (o) (0 ) (0 ) (0)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.39
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0) (1)

犬

歯

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レ ー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 0.00 0.00 0.62 0.54 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.00
(0) (0) (0) (0) (2) 2) (0) (0) (0) (0) (0)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.54 1.19 0.30 1.20 2.83 2.33
(0) (0) (0) (0) (0) (2) (4) (1) (4 ) (9) (6)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 0.00 0 .00 0 .00 0.00
(0 ) (0) (0) (0) (0) (1) (0) (o) (0 ) (0) (0)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .0 0 0 .00 0.39
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0 (0) (1)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.27 0.00 0.00 0.00 0 .00 0.78
(0) (0) (0) (0) (0) (1) (0) (0) (0 ) (0) (2)

第

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レ ー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他 P

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0.00 0.00 12.24 11.11 17.05 13.26 19.39 23.08 21.50 20 .53 20 .66
(0) (o) (6) (14) (45) (46) (64 ) (75) (69) (6 2) (50)

0.00 0.00 0.00 0.79 0.00 3.17 1.21 2.77 3.74 5.63 5.37
(0) (0) (0) (1) (0) (ll) (4 ) (9) (12) (17) (13)

小

良

0.00 0.00 0.00 0.00 0.76 0.00 0.61 0.62 1.87
(0) (0) (0) (0) (2) (0) (2) (2) (6) (9) (8)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0 .0 0 0 .00 0 .00
歯

第

(0) (0) (0) (0) (0) (0 ) (0 ) (0) (0 ) (0 ) (0)

0.00 0.00 ㌧ 0.00 0.00 0.00 0.58 0.00 0.00 0 .31 0 .33 2.4 8
(0) (0) (0) 0) (0) (2 ) (0 ) (0) (1 (1) (6)

0.00 0.00 0.00 16.67 10.64 26.85 16.60 21.03 25.08 22 .36 18.57 2 1.14
(0) (0) (0) (2) (5) (4 0) (4 3) (61) (80) (70 ) (5 7) (52)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.68 3.4 7 2.4 1 4.08 4 .15 6 .84 10 .16

イ ン レ ー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 血

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 1墳

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

0 0 0 0 0 4 9 7 13 13 2 1 25
小

目

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2.01 0.77 1.03 2.19 4 .15 8.14 8.13
(0) (0) (0) (0) (0) (3) (2) (3) (7 (13) (2 5) (2 0)

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.31 0 .32 0 .00 0 .4 1
歯

第

(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (1) (1) (0 ) (1

0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.34 1.16 0.34 1.25 0 .00 2 .28 1.63
(0) (0) (0) (0) 0) (2 (3) (1) (4) (0 ) (7 ) (4 )

17.17 29.90 33.88 43.26 39.67 37.16 34 .56 32.74 26.18 30 .7 2 2 1.14 18.4 6
(34) (87) (123) (170) (144) (136) (131) (110) (89) (102 ) (6 7) (4 8)

0.00 5.84 11.85 14.25 27.00 26.78 24 .54 20.83 27.06 28.92 27 .13 2 5.77
(0) (17) (43) (56) (98) (98) (93) (70) (92) (96) (86) (67)

大

日

0.00 1.03 3.58 3.3 1 6.06 12.57 16.36 20.83 25.29 21.0 8 2 8.71 38.4 6
(0) (3) (13) (13) (22) (46) (62) (70) (86) (70 ) (9 1) (100 )

0.00 0.00 0.00 0.25 0.55 0.27 0.79 二08 3.53 0 .60 4 .4 2 1.92
歯

第

(0) (0) (0) (1) (2) (1) (3) (7) (12) (2 ) (14 ) (5)

0.5 1 1.03 2.48 4.07 5.51 4 .37 4 .4 9 5.36 5.29 5.42 5 .68 3.46
(1) (3) (9) (16) (20) (16) (17) (18) (18) (18) (18) (9)

100.00 0.00 11.48 11.52 21.62 24.92 29 .66 2 9.11 27.24
(1) (0) (7) (22) (56) (76) (97) (92) 70

0.00 0.00 0.00 3.66 8.49 14.43 16.21 2 3.42 22.96
(0) 0) (0) (7) (22) (44) (53) 7 4 59

大

日

イ ン レ ー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0.00 0.00 1.64 1.05 1.93 5.90 5.20 8.86 18.68
(0) (0) (1 (2) (5) (18) (17 2 8 4 8

0.00 0.00 0.00 0 .00 0.00 0.00 0 .31 1.58 0.00
歯 (0) (0 (0) (0) (0) (0) (1) (5) 0

0.00 0.00 6.56 2.09 2.32 4.92 5.20 6.96 3.89
0 (0 4 (4 6 15 17 2 2 10

上段(%),下段(N)
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表16　萌出程度別処置内容

歯 種 処 置 内容

.上 顎 下 顎

萌 出程 度 1 萌 出程 度 2 萌 出 程 度 3 萌 出程 度 1 萌 出程 度 2 萌 出程 度 3

男 子 女 子 男 子 女子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子

中

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 .0 0 0 .0 0 0 .3 3 0 .3 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .15 0 .0 0

0 0 2 ) 1 0 0 (1 ) 0

0 .0 0 0 .0 0 1.0 0 0 .6 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .15 0 .0 0

0 0 6 2 0 0 1 0

切
イ シ レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 0 0 ) 0 0 0 0 0

歯
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
(0 ) (0 ) 0 ) 0 0 ) 0 (0 0 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .3 3 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
(0 0 2 0 0 0 ) (0 0

側

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

0 .0 0 0 .0 0 2 .2 9 2 .7 1 0 .0 0 0 .0 0 0 .3 3 0 .0 0

0 0 ( 13 ) (1 8 ) 0 0 (2 0

0 .8 8 0 .0 0 0 .8 8 1 .3 6 0 .0 0 0 .0 0 0 .16 0 .14

1 0 5 9 0 0 l l

切
イ ン レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
0 ) 0 0 0 0 0 0 0

歯
0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 0 (0 ) 0 0 0 0 0

0 .0 0 0 .0 0 0 .7 1 0 .3 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .3 3 0 .0 0
(0 0 ) 4 2 o (o ) 2 0

犬

歯

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

イ ン レー修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

0 .8 8 0 .0 0 0 .1 5 0 .5 7 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .4 3

1 0 1 ) 3 0 0 (0 2

0 .0 0 0 .8 0 0 .7 7 0 .9 5 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
0 ) 1 5 5 0 0 (0 0

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .1 9 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 0 0 1 0 ) (0 ) (0 ) 0 )

0 .0 0 0‥0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
(0 0 ) 0 0 0 0 (0 0

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 8 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0

0 0 0 0 1 0 (0 0

第

予 防 墳 塞

レ ジ :/ 充 填 .

イ ン レ ー修 復 .

全 部 被 覆 冠

そ の 他

3 .8 5 1 .8 9 1 7 .9 5 2 1 .0 7 1.0 1 4 .7 2 13 .9 7 15 .5 9
(5 2 1 6 5 1 5 3 1 5 ( 12 6 ) ( 10 6

0 .7 7 0 .0 0 3 .1 6 4 .9 6 0 .0 0 0 .0 0 0 .8 9 1.7 6
( 1 ) (0 ) (2 9 3 6 0 0 8 12

小

目

0 .0 0 0 .0 0 0 .7 6 1 .5 2 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .2 9

0 0 (7 ) l l ) 0 ) 0 (0 ) 2 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .1 1 0 .2 8 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
歯 (0 - 0 ) 1 ) 2 0 0 (0 (0

.0 .0 0 1 .8 9 0 .9 8 0 .4 1 1.0 1 0 .0 0 0 .5 5 0 .4 4
(0 ) 、 (2 ) 9 3 1 0 5 3

第

予 防 墳 塞

レ ジ ン 充 填

1 .3 5 6 .0 6 1 7 .4 8 2 2 .4 7

3 0 .6 1 3 0 .7 3

1.4 5 6 .0 0 17 .5 5 2 2 .3 1

3 3 .6 7 3 7 .8 4

1 (4 1 0 0 ) 2 1 8 ) 1 3 16 5 ) 2 9 6

1 .3 5 0 .0 0 4 .0 2 4 .8き 1.4 5 4 .0 0 4 .2 6 3 .3 2

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 壷

予 防 .墳 塞

レ ジ ン 充 壌

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

予 防 填 塞

レ ジ ン 充 填

1 0 2 3 ; (4 7… 1 2 4 0 4 4

小

目

0 .0 0 0 .0 0 1 .0 5 套9 l∴ 0 .0 0 0 .0 0 0 .6 4 2 .l l
0 0 ) 6 ) 1 9 0 0 (6 (2 8

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .2 1 0 .0 0 0 .0 0 0 .2 1 0 .1 5
m

第

(0 ) (0 ) 0 2 0 0 (2 ) (2 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .5 2 0 .5 2 0 .0 0 0 .0 0 0 .5 3 0 .7 5
0 (0 3 5 0 0 、 5 10

5 .5 6 8 .5 4 1 2 .90 19 .2 5 2 .4 4 7 .4 8 9 .3 3 1 8 .13

0 (7 ) (2 0 ) 3 1 1 16 ) 13 0 3 8 (2 1 (2 9 13 2 ) 8 4 )

0 .0 0 0 .0 0 5 .8 1 3 .l l 5 .5 4 5 .4 4 0 .8 1 0 .0 0 1 0 .2 2 3 .7 5 6 .3 8 4 .9 5

0 0 ) 9 ) 5 2 1 2 3 1 0 2 3 6 (2 5 ) l l)

大

日

0 .0 0 0 .0 0 0 .00 0 .0 0 0 .5 3 2 .3 6 0 .0 0 0 .0 0 1.3 3 0 .0 0 0 .5 1 1 .3 5
(0 蝣 (0 ) 0 0 2 10 0 0 3 0 2 ) 3

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0
歯

第

(0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) 0 0 0 0 0 ) 0

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 1 .32 1.6 3 0 .9 3 0 .8 9 0 .6 3 3 .3 2 0 .9 0

0 0 (0 ) (0 ) 5 (8 2 1 (2 1 1 3 2

4 .4 4 1 1 .4 9 1 6 .9 7 16 .6 7 2 1 .0 2 2 6 .5 8 5 .6 1 8 .2 2 1 3 .0 2 1 7 .8 0 2 9 .2 9 2 7 .9 8
(4 (1 0 (2 8 ) (3 2 ) (9 1 ) ( 14 7 ) (l l) 18 ) 2 8 4 2 (8 2 ) (1 0 1

0 .0 0 0 .0 0 6 .0 6 5 .7 3 8 .0 8 1 1.0 3 0 .5 1 1.3 7 5 .12 8 .0 5 1 3 .9 3 1 4 .1 3

イ ン レー 修 復

全 部 被 覆 冠

そ の 他

Q ) {0 1 0 1 1 3 5 6 1 1 3 1 1 19 3 9 5 1

大

日

0 .0 0 0 .0 0 1 .2 1 1 .0 4 3 .7 0 3 .6 2 0 .0 0 0 .4 6 1.4 0 0 .0 0 3 .5 7 6 .9 3

0 0 (2 ) 2 ) (16 (2 0 ) 0 1 3 0 (1 0 ) 2 5 )

0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .4 6 0 .0 0 0 0 0 、0 0 0 0 .0 0 0 .0 0 0 .3 6 0 .0 0
歯 (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (2 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) (0 ) 1 0

1.1 1 0 .0 0 3 .0 3 1 .5 6 1 .39 4 .8 0 .0 0 1.8 3 5 .12 5 .9 3 2 .5 0 3 .6 0
1 (0 ) 5 ) 3 6 (2 7 ! 0 4 1 1 14 (7 ) 1 3 )

上段(%),下段(N)
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%を示した。女子は,上顎9歳時で44.57%, 16歳時で

19.31%,下顎8歳時で43.26%, 16歳時で18.46%を示

した。 16歳時での第二大臼歯は男子上顎を除き最も高

い値であり,男子は上顎で28.21%,下顎で31.09%,女

子は上顎で31.47%,下顎で27.24%を示した。 16歳時

での第-小臼歯は,男子では上顎で21.76%,下顎で21.36

%,女子では上顎で23.24%,下顎で20.66%を示し

た。また,第二小臼歯は各年齢において,第一小臼歯に

同じような傾向を示した。

萌出程度別予防填塞処置では,小臼歯は,萌出程度1

では男女上下顎ともに約5%以下を示し,萌出程度2で

は約20%であった。第一大臼歯の萌出程度2では,男

子では上顎で12.90%,下顎で9.33%,女子では上顎で

19.25%,下顎で18.13%であり,萌出程度3で30%以

上を示し,男女ともに下顎に多く示した。第二大臼歯の

萌出程度2では,男子は上顎で16.97%,下顎で13.02

%,女子では上顎で16.67%,下顎で17.8　　を示し,

萌出程度3では,男女ともに約20-30%程度であった。

考　　察

1.曲蝕状態

平成5年度厚生省歯科疾患実態調査報告2)によると,

歯爵蝕雁患者率は6歳時で男子10.29%,女子15.3 i, 12

歳時で男子82.35%,女子85.33%, 16歳時で男子93.10

%,女子97.96%であり,一人平均DMF歯数は, 6歳

時で男子0.18本,女子0.28本, 12歳時で男子3.40本,

女子3.87本, 16歳時で男子6.71本,女子8.59本であ

り,本調査結果とほぼ一致しており,全ての年齢におい

て性差は認められなかった。また,一人平均DMF歯数

は6歳および12歳時では性差はなく, 16盛時では5%

の危険率で有意に女子の方が高かった。

本調査でのDMF歯率は,年齢別では商蝕雁息は12

歳時で第一大臼歯が一番高く約50-60%の値を示し,

次いで第二大臼歯が約20-30%であった。上顎前歯,

小臼歯は10%前後の値を示し,下顎前歯および大草は
5%以下の低い値を示した。また,他の報告にあるよう

な鰯蝕雁息の性差は12歳時では認められなかった。

萌出程度別検討では萌出程度1および2を合計する

と,第一,第二大臼歯とも20-30%の郎蝕罷息が認め

られた。大臼歯部の萌出程度別による商蝕雁息の性差

は,萌出程度1および3では認められなかったが,萌出

程度2では第一大白歯において上下顎とも5%の危険率

で男子の方が有意に郎蝕雁息が多く見られた。また,上

顎と下顎における萌出程度別顔蝕雁息の差は,萌出程度

1で認められなかったが,萌出程度2および3では第一

大臼歯の男子を除いて, 5%の危険率で下顎の方が有意

に歯再蝕雁息が多くみられた。　　　　、

第一大臼歯の萌出過程における歯再蝕雁息は,近藤3)が

幼稚園児を対象とした3か月毎の追跡調査で,萌出途上

で上顎男子3.8　　女子7.1　下顎男子7.1%,女子

32.6%が前蝕に雁患していると報告しており,また,宮

野ら4)も上顎で4.5%,下顎で22.5%の萌出途上歯の郎

蝕雁息が認められたと報告しており,本調査とは診査方

法に違いがあるため数値の比較は難しいが,上顎より下

顎が耐蝕雁患傾向が高いという点では同様であった。

また,萌出程度全ての段階で,第二大臼歯は第一大臼

歯より高い値を示し,萌出程度1では女子の下顎におい

て,萌出程度2では女子の上下顎ともに,萌出程度3で

は男女,上下顎全てにおいて, 5%の危険率で有意差が

認められた。本調査結果から第一大白歯だけではなく,

第二大臼歯も萌出初期より商蝕雁息がみられ,第二大臼

歯の方が萌出初期において,より歯再蝕雁患傾向が高いこ

とがわかった。那須ら5)は,早期に第二大臼歯の予防管

理が必要であるとしている。

2.処置内容

年齢別一人平均処置歯数は, 12歳時で男子2.64本,

女子2.87本とあまり差を認めないが, 16歳時では男子

4.64本で女子は最も高い6.75本を示し,女子の方が約2

本高い値であった。また,各年齢においてもほとんど女

子の方が高い値を示した。喝齢とともに増加傾向を示す

という点では細矢ら6)の報告と一致した。

前歯部および小臼歯部の処置内容は,レジン充填が多

く,特に上顎前歯部の中切歯,側切歯に多く認めた。イ

ンレ-修復は,第一および第二小臼歯ともに10%以下

を示した。大臼歯部の処置内容は,レジン充填およびイ

ンレ-修復が多く,特に第一大臼歯でのインレ-修復は

増齢とともに増加傾向を示した。また,日本小児歯科学

会の幼君第一大臼歯の実態調査7)および他の報告6,8,9)に

おいても同様に,第一大臼歯では予防填塞を除くとレジ

ン充填およびインレ-修復が多いと報告している。

年齢別予防墳塞処置では8歳, 9歳および10歳時で

第一大臼歯に多く認められ,16歳時では小臼歯部で約20

%,第一および第二大臼歯で約30-40%を示した。萌

出程度別では,小臼歯部の萌出程度1では約5%以下で

あり,萌出程度2で約20%を示した。大臼歯部の萌出

程度1および2では,第一大臼歯で21%,第二大臼歯

で約23%であり,第一大臼歯の萌出程度3で30%以上

を示し,男女ともに下顎に多くみられた。第二大臼歯の

萌出程度3では,男女ともに20-30%程度を示した。

大臼歯の萌出程度3において,予防填塞処置は第二大



臼歯より第一大臼歯の方が高い値を示した。日本小児歯

科学会7)は,幼君第一大臼歯にはシーラントが早期から

使用され,これより歯掴虫の重症化が防がれていると報告

している。また,商蝕雁患率は萌出初期において第一大

臼歯よりも第二大臼歯の方が高く,修復処置は萌出程度

3で第一大臼歯より第二大臼歯の方が高い値を示したこ

とから,那須ら5)の報告と同様に,早期に第二大臼歯の

予防管理を行うことが必要であると思われる。

結　　論

幼君永久歯の保護管理および小児期の口腔替理法の確

立を目的として,全国29大学歯学部小児歯科学講座お

よび教室より,初期の郎蝕発症状態および郎蝕処置内容

について,年齢別および萌出程度別に萌出歯すべてにつ

いて調査集計し,以下の結論を得た。

1.齢蝕状態

耐蝕罷患者率は, 6歳時で男子19.13%,女子20.ll

12歳時で男子80.33%,女子80.36%, 16歳時は男

子89.08%,女子93.08%を示した。一人平均DMF歯

数は, 6歳時では男子0.4本,女子0.5本であり, 12歳

時では男子3.8本,女子4.1本, 16歳時では男子6.6

本,女子8.6本の債を示した。 DMF歯率は,年齢別に

みると, 12歳時で第一大臼歯が一番高く50-60%を示

し,次いで第二大臼歯が20-30%であった。萌出程度

別にみると,萌出程度1および2を合計した場合,第一

大臼歯,第二大臼歯とも約30%の郎蝕雁息を示し,ま

た,萌出程度全ての段階で第二大臼歯は第一大臼歯より

高い齢蝕雁患率であった。

2.処置内容

一人平均処置歯数は, 6歳時では男女ともに0.2本, 12

歳時では男子2.6本,女子2.9本, 16歳時では男子4.6

本,女子6.8本であった。前歯および小臼歯では,レジ
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ン充填が高い値を示した。大臼歯では,レジン充填,イ

ンレ-修復が多くみられ,特にインレ-修復は増齢とと

もに増加傾向を示した。予防填塞処置は,小臼歯の萌出

程度2で約20%,大臼歯の萌出程度3では第一大臼歯

で約30-40%,第二大臼歯で約20-30%を示した。

本研究は平成8年度文部省科学研究費(基盤研究

(A)研究演題名:幼君永久歯の総合的研究)により

行われた。

本論文の要旨の一部は第35回日本小児歯科学会大

会(平成9年東京)にて発表した。
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The purpose of this study was to find out the actual condition of the imature permanent teeth, the

care of imature permanent teeth and the establishment of oral health care during childhood. The sub-

jects, 4,080 children (2,015 boys and 2,065 girls) ranging from 5 to 16 years of age, were examined

transversally.

This report is concerned with the results of an investigation into the state of caries prevalence, and

that of restoractive treatment, in particular, based on age and degree of eruption.

The findings were as follows.

1) The prevalence rate of dental caries among the boys and girls was as follows, respectively : 19%

and20% atthe ageof6; 80% and 80% atthe age of 12; 89% and93% atthe age of 16. The mean

number of decayed, missing or filled (DMF) teeth per child among the boys and girls was as follows,

respectively: 0.4 and 0.5 at the age of6; 3.8 and 4.1 at the age of 12; 6.6 and 8.6 at the age of

16. The rate of DMF teeth based on age was the highest, 50-60%, in first molars at the age of 12,

which was followed by 20-30% in second molars. The first and second molars in particular resulted

in a high prevalence rate of caries, 30%, even in the middle of eruption, The second molars showed a

higher prevalence rate than the first molars regardless of the degree of eruption.

2) The mean number of treated teeth per child among the boys and girls was as follows, respectively :

0.2 and 0.2 atthe age of6; 2.6 and 2.9 at the age of 12; 4.6 and 6.8 at the age of 16. Filling with

resin was rather frequently observed in the anterior teeth and premolars. The molars were treated

more frequently by filling with resin or by repair with inlays, and the latter in particular showed an

increasing tendency with age. The rate of treatment by preventive condensation on teeth after the

completion of eruption was 20% for premolars, 30-40% first molars and 20-30% for second molars.

Key words : Imature permanent teeth, Caries prevalence, Restractive treatment




